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11ft li I神崎郡大河内町( 旧制) 上小田
"  " 旧長谷村 ) J[[上

大河内町の西北隅を占める。神崎郡の西北隅でもあ
り、西部及び北部は宍粟郡一宮町( 旧染河内村、旧下三
方村) に接する一大高原であるL

直ヨーと比本一第 2号に紹介し
た栃原高原をはじめ、今回の峯山高原、砥ノ峯高原等、
場合によっては雪彦山、奥生野高原を含める播但国境附
近の東部中国山脈の山々の総称として使用され、最近リ
クリェーションの対象としてクロースアップされてきた
か、本文では狭義に、その中心と見られる峯IU高原、砥
ノ峯高原の意として使用する。
J香但線寺前駅より flj川の支流小田原川に沿L、北西に進

むと上小田部落にっしこの部落を北に登れば峯山高原
につく。ミの北東につらなるのが砥ノ峯高原である。こ
の砥ノ峯より束に下れば川上部落があり、これより市川
の支流犬見川に治って下れば、播但線長谷駅にっしこ
の向高原には宍粟郡一宮町からの授はl道もある泊交通不
便のためあまり利用されてL、なレ ζ

峯山高原はIlj陸軍の演脅場であった v 現在、その最高
ぎようせし、
点腕晴山 (1077.2メートノレ) には普察の無線中継所や三
角点泊、あるζ これを中心として、ゆるや泊な傾斜をもっ
草原で、その広さは 2 キロ四方もある c 一時開拓されは
じめたこ二ともあるが、現在では一軒をの〈こして全部放棄
され、その廃屋が処々に残ってし、る c

砥ノ峯高原は峯山高原と尾根続きになってし、る。ここ
には鉱山があり、叉現在盛んに崎拓されてL 、る c

両I高原とも湿地や水流が多く、大木は少なく広々とし
た草原で、兵庫県には珍らし， . 景観である l また暁咋il11
カaらは、遠く瀬戸内海や氷 /ILi、すく、 Fには宍粟郡の部
落が見え、雄大な眺望をもってし、る。故近キャンプ場、
ハイキング等リクリェーションに利用されてきてし、る o

にゆるやカ・な傾斜をもって開けてL る草原である。処々
に湿地があり、ほほ中央μ高原の水をあつめた川が流れ
る一この川l工高原の人口千畳岩の処で発電用の水を用水
路じとられるが、大部分はコウノクラ谷をとおり上小田
に流れ、小田原川になって市川にそそくら
高原は始んとススキにおおわれ、その中tニヤ不フキサ

サ、チンマササ、ヤマハギ、タニウツギ、ノリウツギ、ウ
ノノ、ナ、クリ、ヤマハンノキ、ヌノレデ、ヤナギ類、レンゲ
ツツ‘/ 、ウラシロレンゲツツジ等泊、混ってし、る
グロバナヒキオコシ、シオカマギ夕、ヤフレガサ、タ

チココF メグサ、リンドウ、キキョウ、オミナエシ、オト

コエシ、ママコナ、ホクチアザミ、ホコλスミレ、ナン
ノ、ンギセノレ、ショウジヨウメカマ、ノタケ。羊歯類では、
ミヤマワラビ、ミヤマシケシダ、タニへコが見られ、湿
地では、 ミヅゴケ、ウメハチソウ、モウセンゴケ、 4 ノー
ギボウ、ン、オタカラコウ、サワギキョウ、ツリフ不ソウ
等がみられる。
その他、ウスイロヒョウモンモドキ、ヒョウモンモド
キ、ウラギンヒョウモン、 ミドリヒョウモン、コキマ夕、
ラセセリ、アオノミセセリ、ギンイチモンジセセリ、ヒメ
ヒカケ、アカタテノ¥ ミドリシジミ等の蝶類やダイコク
コカ不、ツノコカネ、コエゾゼミ等も見られる。

( 西村公夫氏)
最近シラカバやカラマツの植林か行われてし、る。
砥ノ峯高原は、中央に沼がある皿状の草原である。各

所に湿地があり、峯山高原に行く道に沿L 、水流もあり、
これらの水は中央の沼に入札北間宍粟君11の方へ川とな
って流れてレる。ここも峯山高原と同じような植物景観
であるが、 9"央の沼をはじめ各湿地でノハナショウブの
群落か見られることが特色である。
6 月 F旬から 7月上旬にかけて一面に採色に見えたと

L  、う往時の盛観はなし、が、当地方では珍らししもので大
事に保存しておきたし i ものである。中央のが1では、クロ
グワイ、 ヒノレムシロ、アカメナ、シロネ等もみられる。
高原には殆んと大木は克られなし、が、. f t の一部分の水

流に沿レ、ハンノキ、オオカメノキ、ウリノ、〆カエテ、
4 ズナラ、不 j キ、リヨウフ、タニウツギ等の潜葉樹林
が少し残ってし、る。また、ササユリ、コオニユリ、チコ
ユリ、コオリンカ、ヒメハギ、キクノ、ヤマボクチ等も多
くみられる 3 特に 5 月始にはワラビ、ウドが多くとれる
ので、おとつれる人も多L っ

| 登山コース| ①上小田一階山一勧L i (5 キロ半・

約 1 時間半) 上小田の小学校前のパスの終点より、北に
向ってゆくと、道が 2つに分れるu .!r..へ橋を渡り f氏園神
社の前をとおり、部議; の中をぬけるとj王国してきた広い
道に出るが、真直ぐに地蔵堂の横を川に沿って段々畠の
中を登ってゆく。
このコースは大体スギの組林の中を通るが、処々伐採
した処や落葉樹林もある。エゴノキ. サノレナシ、イワガ
ラミ、 ノグノレ之、サワグノレミ、チシマササ、コメンノキ、
シラキ、 、ツマ夕、フ吋ザタラ、ヤブツノミキ等があり、
その下には、クロメナヒキオコシ、ノダケ、フシグロセ
ンノウ、ヤマジホトトギス、オタカラコウ、アケボノソ
ウ、エンレイソウ、テンナンショウ、ミカェリソウ、ミ
ヤマカタメミがみられる。士るいをこえると高原となる
登山口杉林の中には、 オウレン、 ジウモンジシダが多
L  、む

巧
i



②上小田ーコウノクラ谷ー峯山 (4 キロ・約 1時間半)
パスの終点からの道を真直ぐに進み橋を渡り大きくカ
ーブした処で、右へ折れ杉林の中の道を進むと水田があ
り、橋をわたると道が分れるが左側の道をとり、大体川
に治って登ってゆく O このJlIにはヤマメ( 土地でヒラメ
という) が多い。
始めは杉の植林の中をゆくが、途中より落葉樹林とな
る。フサザクラ、コタサギ. イヌザン、ンヨウ、ウラジロ
ウツギ、クマシデ、ヒイラギ、ツリバナ、ウリハダカエ
デ、ザイフリボ夕、 ミヅキ、チドリノキ、ソヨゴ、アカ
メガシワ、 ミカエリソウ、メギ、アテツマンサ夕、ナッ
アサドリ、ダイセンヤナギ、クサアジサイ、 ドウダンツ
ツジ、ハナイカダがみられる 3 また、滝もみえる。
途中、岩洞があり、附近にビロウドシダがあるの
また. イワイタチシダの見られる処もあるコ
小さな橋をわたり、チシマササの中をわけでゆくと、

用水路に出る。ここより左へ道をとってゆくと、千畳岩
の処、取入口や小屋のある処にっくりこれより高原に入
るが、ササ、ススキが茂って歩きにくい。
⑨ k小田一開拓道路一峯山 (8 キロ・約 2時間)
上小田から開拓道路に治って主要るコースで司あるが、道
にはクマイチゴ等が生えて歩きにくい。
④川上一砥ノ峯( 3キロ・約 1時間)
川上部落のパスの終点前の寺の左をゆくと杉林になり

道は 2
谷川をま、たると、左に高原への: 庄選がある。オシダカユ
多い。
このあたりより今までのスギの植林と変り、落葉樹林

となる〈フサザクラ、ビロウドイチゴ、イヌブナ、オオ
ノミクロニ仁ジ、 ミプナラ、ナツア+ ドリ、キノ、ダ、モミ等っ
尾根につくと木は少なくなり、道も平坦となる O キツネ
ヤナギ、ヤマナラシ。やがて高原が開けてくる。しぼち
くゆくと道は分れ、左へ星空ってゆくと峯山高原に、真直
ぐに広L 、道をゆくと鉱山にわ、右の方に少し下りると、
中心の沼があり、開拓小屋の前をとおり広い道をゆくと
宍粟郡一宮町へ出る。この道は自動車が通れる。
⑤砥ノ峯ー峯山 (4 キロ・約 1時間)
このコースは、どちらから行ってもよいが、砥ノ峯か
ら峯山に行く場合、護りつめ、下りはじめたら突然目の
前に峯山高原の雄大な景観が展開され、 Il J 歩きの楽しさ
を味うことが出来る。
砥ノ峯高原の高圧送電線の下あたりより尾根につL、た
広い道をジグザクと登ってもよL、が、水流に治って行け
ば、湿地もあり、樹林の残ってし、る処もあり、斜面は一
商のススキで、迷うことなく広L 、道にとりつける。
これより峯山までは尾根伝いの道で、かなり広いが、

シ、キツネヤナギ、リヨウブ、クロモジ、タニウツギ、
ウラジロノキ、 ヤマハンノキ、 マツ、 ヤマハギ、 ウリ
ハダカエデ、クマイチゴ、ヒカゲツツジ、アセビ、コパ
ノミツバツツジ等。途中ヒカゲノカヅラの群生している
処がある。

| 竺位以宇一一 | ⑥第 1発電所一太田の滝一太
回の池ー峯山 (11キロ・約 3 時間半)
寺前から上小田行のバスにのり「横瀬」で下り、ノ〈ス

道に治い橋をわたり発電所の手前から山道に入るごスギ
の植林の中を進むと滝の下に出る。ツリバナ、ウワミヅ
ザクラ、コゴメウツギ、キハダ、ホツツジ、フサザクラ
マンネングサ等っこれより上はイタヤカエデ、コハクウ
ソボ夕、キブ、ン、 ミヅナラ、ツノハジノミミ、シキミ、
ツメカエデ、サワシバ、ヒイラギ等、落葉樹を主体とし
た樹林となっている。
太田の池の周開には湿地があり、アカメナ、ミヅゴケ
等がみられる。
池より高原までは約 6 キロ。はじめは杉の植林の中を

進む。( ミヅゴケの大群落がある) やがて用水路に治う
道となるハママコナ、ヤブレガサ、キオン、ギボウ、ン、
カワミドリ、 ミズタマソウ、フサザクラ、ウツギ、 ミヅ
ナラ、
⑦砥ノ峯りと長瀬(2.5t. n )千町l峠1 旦栃原高原(10出

砥ノ義高原より宍粟郡への道をおり、谷川をさかのぼ
るn 途中湿地がある。ヤマボウ、ン、イタヤカエデ、ハリ
ギリ、カラスザン、ンヨウ、アサガラ、キクバヤマボクチ、
ジラキ、ノリウツギ、タニウツギ、オタカラコオ、フサ
ザクラ、イソノキ等、千町峠附近はチ、ンマササにおおわ
れている。クリの木が多L、。峠より栃原谷までは! 日道と
林道と 2本の道があるつブナ、ホクチアザミ、ツチアケ
ビっ栃原谷には、橋州高原登山の基地として栃原高原ロ
ッジが36年より開設され西村公夫氏が経営されているの(
収容人員50名、宿泊料 500円)
⑨雪彦山一主笹山( 1 5キロ・約 6時間- 7時間半)
本設第 4巻第 1号の雪彦山採集コースの④おくがけコ
ースで‘尾根に治って進むと上小田部落、または峯山高原
につく。水船官林をのぼりつめた尾根にはプナが残って
L  、る。宍粟郡側はスギ、ヒノキの横林となっているが、
飾磨郡側は伐採したままとなってレる内処々チシマ+ サ
におおわれて道はわかりにくくなる。大きな岩の下をと
おるが、イハヒバが沢山みられる。ブナ、ナンキンナナ
カマド、モミ、ツガ、ミヤマシキミ、バイカツツジ、モミ
ヂガサ、ヒカゲノカヅラ、ケマノレバスミレ、 ミヤマグマ
ワラビ了、ウリハダカエデ、アカシデ、フタバアオイ会
』二小田に山の家「豊楽」が出来、登山者の便宜をはカ=

チシマササゥ: 道をおおってL 、るところが多レ。ヤマナラ | ってレる。 ( 電話寺前5451 宿泊料600円)
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| 品開( 上小田行播但線寺前駅前より神姫パス

10.8キロ・約30分・ 50円
寺前発 6 0 4  上小田発 7.10 

7.24 8.20 
12.55 13.20 
1605 16.50 
18.20 1850 
- 駅前[ よりタクシーもあるυ

川上行 • j番但線長谷駅前より町営ノ〈ス
7  5キロ・約30分・ 50円
長谷発
平日 6 3 0  休日 6 3 0  

1520 ( 土曜日は13.00発) 1720 
17.20 

メスは川上につくと折返し長谷行となる。
額めは凶，，;n1yノζスを出してくれる
- 駅前よりタクンーもあるコ

(p174より続け
鱗千告を現わしたカラスアゲハの春型( 1 ふ1960.5.13. C  
01. &aPoss. 1  .  1) が得られており、このような個体は
あまり見かけなし、と思うので報告しておく、奄美大島産
のカラスアゲノ、春型の古では一般にそのような傾向が見
られるが、今! 日l得たものは、それらよりもはるカ Jこ強く
且つ鮮明で一見ミヤマカラスアゲノ、と見誤るはカ} りであ
る。ただその他の特1設によりカラスアゲハである事も疑
L  、はなレ。この様な伽1休が発見され得るとしう事はミヤ
マカラスアゲノ、とカラスアゲノ、聞の交雑とし、う事も支え
られ興味ある! 問題である。
ヱソスジクロシロチョウ

Pieris napi japonica S'IIR'C  zu 
県下におし、ても、段近各地から採集例か報告されてお
り、決して珍らしし、ものではなしが、雪彦山にも少なし、
ながら産する。今の所夏期に王として採集されてしるが
9 月にも得られてL 、る O

メスアカミドリシシミ Chrysozephyrus smaragd 
inusamoenus M U R A Y A ¥ I A  
1935年には| 本氏によって同山紅葉橋附近で県 F初の 1
♀か記録されて以来、今日まで全くその状態が明ら泊、で
なカ hったが、 20余年経た1960年 7 月26日に，かつて山本
氏の得られたのと II;J じ場所( 紅葉橋は現在なくなってい
る) 沈つぼの近くで、下草に静止中の 1 ♀が偶然升田博
雄君によって得られ、現在でもやはり怯息してL、ること
が明らiJ，になっ 1.:.0
標本は既に汚J員の度が著しく後遡も少し破損している方、
現在中谷泊所有してし、る。

( ¥ ，、ずれも電話長谷22番)

! 互互 | 地理調査所発行 5 7]51 0 ) 1 1"山崎」
栃原高原ロッジ" 橋介| 高原主主山図

l:st mxl 
大河町役場 小出原谷調査記録 34年11月

"  砥ノ峯高原fJIB査記録 35年 7 月
西村公夫峯山ノ、イキングコース

雑訴「主主IUJ 34年 9月号
"  段カ峯と峯山高原

"  1 " 山と高原J 36年 1 月号

"  イEのコースを訪ねて
"1" "  J  36月 6月号

朋文堂 . マウンテンガイドブックシリース44
中国の山と谷

刷文堂 : 大阪周辺の山々
稲田又見 : 兵庫県羊歯植物誌( 1958)

Zephyrus類は丁度その発生期カ i梅雨と一致し、その
上普通の採集者には一寸見つかりにくし、習性なとが原因
で、長く得られずにし: たものであろう C

スギタニルリシνミ C 巴lastrina sugitanii M A ' I ' S U M -
U R A  

i采流に沿って、至る所に多産する。出現期は 4 月中旬
~ ド旬で、汚損した♀は 6月上旬にも得られる。かつ
て吉阪・中谷( 1959) は当地産につし、て裏聞が白化する
傾向にあると述へてL、るが、その後筆者等は当地産及ひ
三国各地産の多数の標本を集め、比較見討した結果、本
州、l他地方産のものと全く区別出来なし、事を知った。
シータテJ、Polygonia c-album hamigera B U'I'L E R  
県下では朝来郡栃原及び氷ノ山附近に産し、六甲山系

からの記録もあるが、し、ずれの地におし、ても稀なもので
ある 3 雪彦山では、特谷君により 1958年 8月 2 日に 1 O  
が採集されただけで、その後得られたことはなし、ょうで
あるう標本は械めて新鮮な夏型で、現在中谷が所有して
しる 0' 果してこれカ当地で発生したものカ、{ 周産種かは
切Jら泊、でなL 、が、恐らく、 1，'liカ、なヵ、らも発生を続けてし、
るものと思われ、 1寺; j E も必ず得られるに違L 、なし
文献
山本lムー; "j番磨当彦山の蝶‘本設V o1. 2.No 4/5吉!日記
道雄・中谷貴寿ゾ県下におけるスギタニノレリシジミ
の一新陵地" 本設V o1. 3， No.5 
糟谷勝雪jZ山の蝶" 西高生物第 5号、 1960. 兵庫
県立加古川西高等学校生物部機関黙
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